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平

成
4年 t月号

‘気

町の動き (1月1日現在)男4，947人(士 0)女5，523人(-6)計10，470人(-6)世帯数3，277(+ 5) 
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( ) 内前月比
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竹
町
民
の
皆
様
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
ど
、
謹
ん
い

+
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

や
旧
年
中
皆
様
方
に
は
、
町
行
政
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
温
い
御
指
導
ど
御
竹

村
協
力
を
い
た
た
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
よ

品
。
じ
上
げ
ま
す
。

+
顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
内
外
共
に
極
め
て
多
事
・
多
忙
な
年
で
あ
っ
た
ど
い

吋
存
じ
ま
す
。
新
し
く
す
沢
内
閣
の
発
足
、
社
会
的
、
経
済
的
に
厳
し
い
国
際
時

中
貿
易
問
題
等
々
、

ま
た
農
業
に
ど
り
ま
し
て
も
少
か
ら
ず
影
響
す
る
米
の
問
恥

+
題
、
そ
し
て
、
牛
肉
オ
レ
ン
ジ
等
の
自
由
化
の
波
、
こ
れ
ら
は
国
政
の
レ
半

時
べ
ル
で
対
応
す
べ
き
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
川
内
町
ど
し
て
も
、
農
協
を
は
咋

キ
じ
め
農
家
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
重
要
な
課
題
や

ゆ

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。

ム

?

の
や
御
案
内
の
ど
お
り
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
、
国
道
十
一
号
線
バ
イ
パ
ス
の
約

半
工
事
も
着
々
と
進
み
、
平
成
六
年
の
半
ば
に
開
通
予
定
で
あ
り
ま
す
。
更
に
争

中
継
続
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
圃
場
整
備
事
業
、
企
業
誘
致
事
業
、
塩
ヶ
森
中

恥
ふ
る
さ
ど
の
森
整
備
事
業
等
を
推
進
し
て
参
り
た
い
ど
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ん
十

4
T

な
お
ま
た
「
人
と
緑
の
活
動
タ
ウ
ン
川
内
」
を
将
来
像
ど
し
て
、
第
二
次
長
。
帯

。
吋
期
総
合
計
画
+
乞
基
本
に
二
十

一
世
紀
を
辰
一
望
し
た
川
内
町
の
さ
活
環
境
や
、
。
一
。

oF

教
育
環
境
の
整
備
、
福
祉
対
策
な
ど
、
各
種
の
事
業
を
順
次
推
進
し
て
ゆ
か
品
。

ゃ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
川
内
町
民
憲
章
に
則
。
中

州
り
、
豊
か
な
自
然
ど
歴
史
、
文
化
の
香
川
ソ
高
い
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
微
力
咋

や
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
争

中
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ
り
お
ゅ

の
や
祈
り
申
し
上
げ
、
併
せ
て
平
成
四
年
も
町
政
推
進
の
た
め
に
、
御
協
力
賜
わ
ん
い

品
。
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
御
挨
拶
ど
い
た
し
ま
す
。
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12月20日........24日

三
億
七
千
三
百
七
十
八
万

千
円

温
泉
探
査
委
託
料
・
中
学
校
O
A機
器
購
入
費
な
ど

平
成
三
年
度
の
十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十

二
月
二
十
日
開
会
し
、
平
成
三
年
度
補
正
予
算

な
ど
十
三
議
案
、
報
告

一
件
、
陳
情
三
件
を
原

案
ど
お
り
可
決
又
は
採
択
し
、
(
二
件
継
続
審

査
)
二
十
四
日
閉
会
し
ま
し
た
。

温
泉
探
査
委
託
料
な
ど
、
三
億
七
千
三
百
七

十
八
万
一
千
円
の
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
総
額

ニ
九
九
、
一
二
九
千
円



累
計
総
額

三
、
七
六
九
、
二

O
五
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

O
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
費

二
O
二ニ

O
五
千
円

。
有
線
放
送
電
話
施
設
支
障
移
転
工

事
費

二
、
0
0
0千
円

。
法
人
税
割
過
年
度
還
付
金

七
、
七

O
O千
円

。
愛
媛
県
議
会
議
員
・
川
内
町
長
及

び
町
議
会
議
員
選
挙
費

ム
四
、
二
六
二
千
円

。
川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基

金
積
立
金
補
助

三
三
、
三
三
七
千
円

屋
根
修
繕
工
事
が
行
わ
れ
る
保
免
団
地

、¥
、¥

¥¥ 
、¥、

¥¥ 

O
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

二
一、
二
四
九
千
円

。
肉
用
牛
生
産
地
域
強
化
促
進
対
策

事
業
費
補
助
金

五
、
八
二
五
千
円

。
温
泉
探
査
委
託
料
(
北
方
)

一
八
、
五

O
O千
円

。
白
猪
谷
セ
イ
フ
テ
イ
コ
ミ
ニ
ユ

テ
イ
広
場
用
地
費
(
白
猪
之
滝
駐

車

場

て

O
九
二
平
方
メ
ー
ト

ル

)

二

、

七

O
O千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

六
六
、
五
七
七
千
円

。
保
免
団
地
屋
根
修
繕
工
事
費

八
、
五

O
O千
円

。
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

及
び
そ
の
他
備
品
購
入
費
(
パ
ソ

コ
ン
二
十
二
台
)二

五、

0
0
0
千
円

。
土
地
開
発
基
金
積
立
金

四
八
、

0
0
0
千
円

。
町
債
管
理
基
金
積
立
金

三
六
二ニ
六
一
千
円

計険

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
及

び
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
保
険

者
負
担
金
で
、

補
正
総
額

累
計
総
額

二
、
一
八
五
千
円

五
三
六
、
六
ニ
七
千
円

場
人
保
健

特
別
会
計

医
療
給
付
費
・
支
給
費
等
の
見
込

増
に
よ
る
補
正
で
、

補
正
総
額
六
三
、
二
六
五
千
円

累
計
総
額
七
九
三
、
八
四
五
千
円

観
樹
羽
水
道

特
別
会
計

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
及

び
閏
場
整
備
支
障
移
転
工
事
費
等

補

正

総

額

九

、

二

O
二
千
円

累
計
総
額
一
七
三
、
二
七
三
千
円

般

議
長
束

O
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
会
議
員
の
報
酬
が
、
約
七
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た。O
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に

つ
い
て

特
別
職
の
職
員
及
び
教
育
長
の
給

与
が
約
七
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
非
常
勤
職
員
の
報
酬
手
当
及
び
費

用
弁
償
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

非
常
勤
職
員
の
報
酬
手
当
及
び
費

用
弁
償
が
、
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
給
料
月

額
及
び
各
種
子
当
の
額
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

O
川
内
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の

制
{
疋
に
つ
い
て

四
月
一
日
か
ら
、
隔
週
土
曜
閉
庁

方
式
を
採
用
す
る
た
め
、
毎
月
の
第

二
、
四
土
曜
日
を
休
日
と
す
る
も
の

で
す
。

O
職
員
の
休
日
、
休
暇
並
び
に
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改

正
に
つ
い
て

四
月
一
日
か
ら
、
隔
週
土
曜
閉
庁

方
式
を
採
用
し
、
毎
月
の
第
三
、
四

土
曜
日
を
勤
務
を
要
し
な
い
日
と
定

め
た
も
の
で
す
。

O
県
営
園
場
整
備
事
業
に
伴
う
字
の

区
域
の
変
更
に
つ
い
て

県
営
圃
場
整
備
事
業
川
内
北
地
区

(
松
瀬
川
工
区
)
に
係
る
換
地
処
分

に
よ
り
、
字
の
区
域
が
変
更
さ
れ
る

も
の
で
す
。

O
高
速
自
動
車
道
周
辺
整
備
対
策
事

業
保
免
農
道
改
良
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

保
免
農
道
改
良
工
事
の
変
更
設
計

に
伴
い
、
請
負
契
約
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
二
年
度
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
報

告
を
受
け
て
原
案
ど
お
り
認
定
さ

れ
、
北
方
温
泉
の
高
齢
者
活
用
施
設

の
建
設
に
関
す
る
陳
情
は
採
択
と
決

し
、
そ
の
他
二
件
の
陳
情
に
つ
い
て

は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

3 



平
成
四
年
の
川
内
町
成
人

式
が
、
一
月
十
五
日
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
昭
和
四
十
六
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
七

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
百
四
十
五
名
の
う
ち
、
百

名
が
参
加
し
て
、
二
十
歳
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
は
森
町
長
が
式
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
成
人
者
を
代

表
し
て
渡
部
浩
子
さ
ん
が
一
記

念
品
を
受
け
取
り
、
つ
や
つ
い

て
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
高
須
賀
寛

之
さ
ん
が
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
神
山
朋
也
校
長
会
会
長
の
発

声
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
行
い
式
典
を

終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

「
は
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
題
し
て
、
新
成
人
と
来
賓
と

が
相
集
い
二
十
歳
の
抱
負
や
激
励
の

こ
と
ば
を
交
し
合
い
、
成
人
と
な
っ

た
こ
と
へ
の
歓
び
と
責
任
の
重
さ
を

改
め
て
自
覚
し
、
な
ご
や
か
な
う
ち

に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
終
了
し
ま
し

た。

今年は申年
z

h

J

M

四
年
は
申
年
で
す
。

一、
一
白
川
サ
ル
は
、
桃
太
郎
や

サ
ル
力
二
合
戦
に
も
登
場
す
る
、

お
な
じ
み
の
動
物
で
す
。

ひ
と
く
ち
に
サ
ル
と
い
っ
て
も
、

体
重
や
種
類
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
ゴ
リ
ラ
な
ど
は
大
さ
い

も
の
で
は
、
体
重
約
二
百
キ
ロ
以

上
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
に
い
る
ミ
ミ
ゲ
コ
ビ
ト
キ

ツ
ネ
ザ
ル
は
、
体
重
四
十
五
グ
ラ

ム
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
大
き
な
シ

ツ
ポ
を
も
ち
、
木
の
上
で
生
活
す

る
原
猿
(
下
等
霊
長
類
)
の
な
か

に
は
、

一
見
リ
ス
に
似
た
も
の
も

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
オ
ラ
ウ
ー

タ
ン
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
よ

う
に
、
ヒ
ト
ニ
ザ
ル
(
人
似
猿
)

と
い
わ
れ
る
、
高
等
霊
長
類
も
い

ま
す
。

ー

l

ζ

に
生
息
し
て
い
る
の

I
l
-
-
'
は
、
二
ホ
ン
ザ
ル
で

す
。
顔
と
お
し
リ
の
赤
い
、
お
な

じ
み
の
サ
ル
で
す
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル

の
南
限
は
鹿
児
島
県
の
屋
久
島
、

北
限
は
青
森
県
の
北
端
の
下
北
半

島
で
す
。
沖
縄
と
北
海
道
に
は
い

ま
せ
ん
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
昔
か
ら
日
本

人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
昔

話
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
古
事
記

や
日
本
書
紀
に
も
登
場
し
、
道
案

内
を
す
る
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
力
三
は
、

サ
ル
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
、
い
ま

で
は
道
祖
神
と
し
て
ま
づ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
と
わ
ざ
に
も
、
サ
ル
に
ま
つ

わ
る
も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
リ
ま
す
。

だ
れ
で
も
知
づ
て
い
る
の
は
、
「
サ

ル
も
木
か
ら
落
ち
る
」
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
サ
ル
を
木
登
リ
の
ベ
テ

ラ
ン
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

一
方
、
「
サ
ル
ま
ね
」
「
サ
ル
知
恵
」

な
ど
に
な
る
と
、
サ
ル
は
笑
い
も

の
扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸

7

7
〉
J

・
最
近
、
野

〈

-
t
-
〆

一

生

の

ニ

ホ

ン
ザ
ル
を
見
る
機
会
が
多
く
な
リ

ま
し
た
。
観
光
用
に
餌
づ
け
し
た

サ
ル
が
人
前
に
現
れ
た
リ
、
開
発

て
山
の
工
サ
が
な
く
な
っ
た
た
め

に
里
に
出
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
エ

サ
を
ね
だ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
、

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

サ
ル
を
間
近
に
見
ら
れ
る
の
は

楽
し
い
の
で
す
が
、
や
は
リ
野
生

動
物
と
人
聞
は
、
適
当
な
距
離
を

置
い
て
共
存
す
る
の
が
自
然
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
サ
ル
年
を
機

に
、
こ
ん
な
こ
と
も
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
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成
人
の
日
|
|
|
こ
の
日
を
迎
え
て
、
現
役
時
代
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

る
に
あ
だ
っ
て
、
初
め
て
成
人
と
し
マ
ラ
ソ
ン
代
表
三
回
、
現
在
は
監
督

て
の
実
感
ガ
わ
い
て
き
た
と
い
う
方
と
し
て
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
る
宗
茂
さ
ん
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

そ
ん
な
あ
芯
た
の
門
出
を
祝
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
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旭

化

成

・

陸

上

競

技

部

監

督

し

た

。

し

て

、
自
分
の
進
む
道
を
決
め
た
…

{

示

念

願

の

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

出

場

も

ら

、

信

念

を

も

っ

て

自

分

自

身

を

…

果
た
し
、
現
在
ま
で
長
距
離

一
筋
見
失
わ
ず
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

に
ま
い
進
し
て
こ
れ
た
の
も
、

自

青
春
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に

分
を
生
か
せ
る
道
は
こ
れ
し
か
な
満
ち
て
い
ま
す
。
自
分
の
将
来
に

い
ん
だ
と
い
う
信
念
か
ら
で
し
た
。
大
き
く
広
が
る
夢
が
あ
る
か
わ
り
叫

も
ち
ろ
ん
苦
し
み
悩
ん
だ
時
期
に
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
レ
の
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
逆
境
が
あ
る
の
も
当
然
で
す
。

も
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、

自
分

し

か

し

、

自

分

の

可

能

性

を

信

川

の
可
能
性
を
信
じ
、
自
分
自
身
で
じ
る
こ
と
の
で
き
る
自
分
が
い
る

と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。
そ
し
て
そ
の
可
能
性
を
だ

れ
か
に
期
待
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
人

聞
は
た
と
え
一
歩
ず
つ
で
も
、
確

実
に
成
長
す
る
と
思
う
の
で
す
。

僕
の
指
導
し
て
い
る
選
手
を
見

て
い
て
も
、
自
分
の
可
能
性
を
信

じ
、
純
粋
な
気
持
ち
を
失
わ
ず
、

目
標
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
選
手

υと
3
A

り
人
り
λ

の
瞳
は
、
お
の
ず
か
ら
一
課
々
と
輝

い
て
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の

瞳
は
、
い
ま
、
す
が
す
が
し
く
美

し
く
輝
い
て
い
ま
す
か
。
(
談
)

(
そ
う
・
し
げ
る
)

可
能
性
を
信
じ
、

信
念
を
も
っ
て
進
も
う

…
新
成
人
に
贈
る
言
葉

監
督
業
に
就
い
て
か
ら
四
年
。

現
在
、
三
十
二
人
の
選
手
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

現
役
の
選
手
時
代
は
自
分
と
い

う
本
だ
け
を
読
ん
で
い
れ
ば
よ
か

っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
は
、
陸
上

が
自
分
を
最
大
限
に
生
か
す
方
法

だ
と
知
っ
て
い
る
三
十
二
冊
の
本

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
は
選
手
が

聞
い
て
く
れ
な
い
と
読
め
な
い
の

で
す
。
調
子
が
良
く
て
競
技
に
自

信
を
も
っ
て
い
る
と
き
や
、
レ
ー

…
企

茂

ス
で
失
敗
し
て
も
そ
の
原
因
ぞ
追

求
し
前
向
き
に
考
え
、
成
長
の
糧

に
す
る
選
手
は
パ
ッ
と
聞
い
て
く

れ
ま
す
が
、
自
分
自
身
を
見
失
っ

て
い
る
選
手
は
隅
っ
こ
に
い
っ
て

ベ
l
ジ
を
閉
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

失
敗
を
反
省
す
る
の
で
は
な
く
、

な
少
年
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
小
学
校
四
年
生
の
と

き
、
持
久
走
(
千
五
百
メ
ー
ト
ル
)

を
無
我
夢
中
で
走
っ
た
ら
、
こ
れ

が
驚
い
た
こ
と
に
ク
ラ
ス
で
ト
ッ

プ
。
弟
の
猛
も
ク
ラ
ス
で
ト
ッ
プ

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
み
ん
な

君
の
瞳
は
す
が
す
が
し
く
輝
い
て
い
る
か

環
境
や
他
人
の
せ
い
に
し
た
り
、

自
分
の
可
能
性
が
信
じ
ら
れ
な
く

な
っ
て
逃
げ
て
い
た
り
し
て
い
て

は
、
成
長
も
な
く
ぺ

1
ジ
を
聞
い

て
く
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

の
注
目
を
浴
び
、
こ
の
と
き
初
め

て
人
か
ら
注
目
さ
れ
る
喜
び
を
知

り
ま
し
た
。
将
来
、
マ
ラ
ソ
ン
選

手
に
な
り
た
い
と
思
い
始
め
た
の

は
そ
の
こ
ろ
で
す
。

中
学
校
で
は
迷
わ
ず
陸
上
部
に
満
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

入
り
ま
し
た
。
高
校
の
陸
上
部
の
ん
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
進

先
生
か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
む
道
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
可
能

子
に
な
れ
る
と
い
わ
れ
続
け
、
自
性
に
気
づ
い
て
い
な
い
人
も
、
あ

分
た
ち
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
な
た
の
周
り
に
そ
れ
を
示
唆
し
て

す
る
ん
だ
と
、
心
に
誓
っ
て
い
ま
く
れ
る
人
が
い
る
は
ず
で
す
。
そ

選
ん
だ
道
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

純
粋
な
気
持
ち
を
失
わ
ず

目
標
に
立
ち
向
か
お
う

自
分
で
選
ん
だ
道
だ
か
ら

逆
境
も
乗
り
越
え
ら
れ
た

わ
た
し
た
ち
兄
弟
は
、
小
学
校

二
年
生
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
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H
R¢
民

寵

そ

の

⑫

則

ょ

う

」

と

物

好

き

な

隣

人

が

出

か

け

…

説
た
。
東
枕
に
寝
た
が
や
っ
ぱ
り
西
枕
一

の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
人
の
口
市

…

枕

が

え

し

の

石

|

北

方

組

か

ら

口

へ

と

闘

に

な

り

遠

方

か

ら

…

ふ
も
た
し
か
め
に
来
た
が
評
判
通
り
な
一

の
で
、
そ
れ
か
ら
こ
の
石
を
枕
が
え
山

…
竪
寺
の
十
七
夜
行
列
の
出
発
点
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
寝
し
の
石
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
一

一
で
あ
っ
た
旦
之
上
の
観
音
堂
の
傍
ら
に
行
っ
た
。
す
る
と
や
っ
ぱ
り
東
枕
最
近
ま
で
そ
の
石
は
あ
っ
た
が
、
一

…
に
寸
齢
え
ほ
ど
の
石
が
あ
っ
た
o

そ
は
西
枕
に
な
っ
て
い
た
。
学
校
線
(
川
上
小
学
校
西
か
ら
山
之
一

目
れ
が
枕
が
え
し
の
石
と
呼
ば
れ
て
い
そ
こ
で
は
じ
め
て
隣
人
に
話
し
た
内
に
通
ず
る
道
)
の
道
路
が
拡
張
さ
出

ら、

「そ
ん
な
で
ん
ど
な
こ
と
が
れ
た
折
り
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
…

一
昔
、
旦
之
上
の
「
宇
吉
さ
ん
」
が

目
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・
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事
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間

司
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中
学
校
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弥
子

「
あ
な
た
は
、
幸
せ
で
す
か
。
」

と
聞
か
れ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
何
と

答
え
ま
す
か
。
私
は
、
す
べ
て
の
人

が
「
は
い
」
と
答
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
こ
ん
な
平

和
で
便
利
な
世
の
中
に
生
き
て
い
る

の
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
差
別
で
苦
し
ん
で
い
る

人
が
大
勢
い
る
の
で
す
。

中
学
校
に
入
っ
て
、
私
は
は
じ
め

て
部
落
差
別
に
つ
い
て
知
り
ま
し

た
。
信
じ
ら
れ
な
い
の
一
言
で
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
腹
立
た
し
く

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
許
せ

な
い
の
は
、
「
部
落
の
人
だ
か
ら
|
」

と
い
う
言
葉
で
す
。

「悲
し
い
涙
は

流
し
た
く
な
い
」
の
話
の
中
に
も
、

こ
の
言
葉
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
次
に
は
「
遊
ん
で
は
い
け

な
い
。
」
「
お
誕
生
会
に
は
、
呼
ん
で

は
い
け
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
が
続

く
の
で
し
た
。
私
は
聞
き
た
い
の
で

す
「
な
ぜ
、
同
和
地
区
は
い
け
な
い

の
か
。
」
き
っ
と
、
聞
か
れ
た
人
は

困
る
で
し
ょ
う
。
何
の
根
拠
も
無
い

の
で
す
か
ら
。
た
だ
、
江
戸
時
代
の

身
勝
手
な
支
配
者
が
、
自
分
の
都
合

で
最
も
低
い
身
分
と
し
て
定
め
て
し

ま
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
そ
れ
が
、

今
も
な
お
、
続
い
て
い
る
の
で
す
。

世
の
中
は
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
現
代
な
の
に
:

私
は
、
嫌
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
次

に
幸
せ
が
来
る
と
思
い
、
自
分
な
り

、



. . 

に
頑
張
っ
て
、
乗
り
こ
え
て
来
ま
し

た
。
幸
せ
の
量
は
、
み
ん
な
平
等
だ

と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
平
等
で

あ
る
は
ず
の
幸
せ
の
量
は
差
別
を
す

る
者
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
の
で
す
。

差
別
が
な
く
な
ら
な
い
限
り
、
こ
れ

か
ら
先
の
幸
せ
の
量
も
、
他
の
人
よ

り
少
な
く
な
る
人
が
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
道
徳
の
資
料
の
中
に
、

『
差
別
が
あ
や
ま
っ
た
事
で
あ
り
、

許
さ
れ
な
い
事
な
ら
、
差
別
さ
れ
た

者
が
、
え
ぐ
ら
れ
た
傷
を
さ
ら
し
、

流
れ
た
血
を
さ
し
し
め
し
な
が
ら
、

「
こ
れ
が
あ
な
た
の
し
た
行
為
で

す
。
こ
ん
な
に
裂
け
、
血
が
流
れ
ま

し
た
。
も
う
、
こ
ん
な
む
ご
い
差
別

は
、
お
や
め
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
」

と
、
胸
張
っ
て
訴
え
る
べ
き
で
す
』

と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。
差
別

に
よ
っ
て
受
け
た
心
の
傷
が
、
ど
れ

ほ
ど
深
い
も
の
か
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
。
罪
の
な
い
人
が
、
な
ぜ
こ
こ

ま
で
深
い
傷
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
。
差
別
を
す
る
者

と
差
別
を
さ
れ
る
者
と
、
ど
こ
が
、

ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

な
に
も
違
わ
な
い
の
で
す
。
な
の

に
、
な
ぜ
、
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る

人
々
が
こ
ん
な
に
も
耐
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
お
な
じ

人
間
な
の
で
す
。
困
っ
て
い
る
人
が

い
れ
ば
、
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
、
自

分
が
幸
せ
な
ら
、
悲
し
ん
で
い
る
人

や
苦
し
ん
で
い
る
人
に
、
幸
せ
を
与

え
ら
れ
る
の
が
本
当
の
豊
か
き
で
あ

り
、
心
の
幅
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
和
地
区
の
人
々
は
、
罪
も
な
い

の
に
、
今
ま
で
、
は
か
り
知
れ
な
い

苦
し
み
と
、
悲
し
み
を
背
負
い
な
が

ら
も
懸
命
に
人
を
い
た
わ
り
な
が
ら

生
き
て
き
た
人
た
ち
で
す
。
そ
の
苦

し
み
ゃ
、
悲
し
み
と
同
じ
だ
け
の
、

い
え
、
そ
れ
以
上
の
幸
せ
に
浴
し
て

欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、
難
し
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
人
一
人
が
、
差
別
に

つ
い
て
考

え
、
正
し
い
事
は
正
し
い
、
誤
り
は

誤
り
で
あ
る
と
い
え
る
人
が
、
一
人

で
も
増
え
れ
ば
、
差
別
は
な
く
な
る

と
私
は
思
い
ま
す
。

私
は
、
同
和
地
区
の
人
々
、
そ
し

て
、
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
差
別
に

苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に
、
今
す
ぐ

力
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
で
き

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

誤
り
は
誤
り
で
あ
る
と
、
周
り
に
流

さ
れ
ず
に
は
っ
き
り
と
言
え
る
人

に
、
私
は
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
一
日
も
早
く
、
差
別
が
な
く

な
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
差
別
に

つ
い
て
考
え
声
を
大
に
し
て
、
す
べ

て
の
人
が
幸
せ
な
二
十
一
世
紀
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
的
課
題
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か

教
育
委
員
会
事
務
局

川
内
町
同
和
教
育
の
推
進
に
対
し

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
格
別

な
る
ご
尽
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。今

月
か
ら
、
同
和
教
育
用
語
に
つ

い
て
共
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。

国
民
的
課
題
と
は

同
和
問
題
の
解
決
は
、
次
の
よ
う

な
諸
点
に
お
い
て
、
国
民
的
課
題
と

な
る
の
で
す
。

①
部
落
差
別
の
現
実
を
許
し
て
い
る

こ
と
は
、
そ
の
裏
を
返
せ
ば
、
国

民
が
自
分
自
身
の
手
で
自
ら
の
基

本
的
人
権
を
放
棄
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

/

つ
ま
り
、
同
和
問
題
の
解
決
は
、

基
本
的
人
権
特
に
憲
法
第
十
四
条

の
「
平
等
の
原
則
」
を
完
全
に
生

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
憲

法
第
十
二
条
「
自
由
、
権
利
の
保

持
の
義
務
」
を
十
分
に
果
す
こ
と

が
国
民
の
課
題
と
な
る
の
で
す
。

②
同
和
問
題
は
真
の
民
主
政
治
の
確

立
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
民
の

す
べ
て
が
主
権
者
と
し
て
の
意
識

を
持
ち
、
そ
の
こ
と
を
十
分
に
発

揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す。

③
同
和
問
題
の
解
決
こ
そ
民
主
化
の

実
践
で
あ
り
、
逆
に
言
え
ば
、
部

落
差
別
の
現
実
こ
そ
、
真
の
民
主

化
を
破
壌
し
て
い
る
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
時
「
同
和

問
題
は
一
部
の
人
び
と
の
問
題
で

な
く
、
自
分
の
問
題
で
あ
る
。
」

と
の
自
覚
が
生
ま
れ
、
当
然
、
国

民
の
す
べ
て
が
取
り
組
む
べ
き
問

題
と
な
る
の
で
す
。

要
す
る
に
、
部
落
差
別
は
、
同
和

地
区
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
般
に
普

遍
的
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
日
本
の

社
会
全
体
に
真
に
民
主
化
は
実
現
し

な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
同
和
問
題
の
国
民
的
課
題

と
し
て
の
意
義
が
存
在
し
、
ニ
一
一
口
い
か

え
れ
ば
、
部
落
差
別
は
現
代
社
会
の

も
ろ
も
ろ
の
差
別
が
集
約
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
解
消
は
、
ひ
い
て

は
、
も
ろ
も
ろ
の
差
別
の
解
消
に
つ

な
が
り
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
基

本
的
人
権
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で

す。
人
権
を
守
る
こ
と
は
、
国
民
の
す

べ
て
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
で
あ
る

の
で
、
国
民
的
課
題
と
言
わ
れ
る
ゆ

え
ん
な
の
で
す
。

一7一
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12/26 年末特別少年夜警が、

6 • 7・8分団管内で実施されました。

1/1 元旦健康マラソン
3 km健康 I位渡部勇人(上古市)

2位向井雅諭紀(今治市)

3位向井裕紀弘 ( 11 ) 

l位岡本聖司(旦之上)

2位丸山孝幸(上古市)

3位坪内清剛(天神)
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、
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5 km健康

一高(竹之鼻)
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位

位

1
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内
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』

ヨ

J

5 kmコース

7 km競争

自
衛
官
募
集

8 

一
自
衛
隊
で
は
、
若
人
が
入
隊
活
躍

草
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

0

3

て
応
募
資
格

E

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

活

二

、

身

分

お
特
別
職
国
家
公
務
員

宜
二
一
、
給
与

一

初

任

給

Z

月

額

一

四

二

、

八

O
O円

一
期
末
、
勤
勉
手
当
(
年
三
回
・
合

Z

計
五
・
四
五
ヵ
月
分
)
の
他
各
種

諸
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件
に
よ
っ

配
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

活
四
、
衣
食
住

民
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の
他
、
被

苫
服
費
も
す
べ
て
無
料
で
支
給
又
は

一
貸
与
さ
れ
ま
す
。

耳
五
、
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
は
、
特

年
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
o

z

一
任
期
(
二
年
・
:
陸
上
)
終
了
時

混

一

0
0
日
分
(
五
四
五
、
一
二

O
O円
)

お
一
任
期
(
三
一
年
:
海
上
、
航
空
)

E

終
了
時
:
・
一
五

O
日
分

む

(

八

九

五

、

九

O
O円
)

Z

そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、

一
七
五
日
分
よ

5
0日
分

耳
詳
し
い
こ
と
は
、
川
内
町
役
場

認

六

六

二

二

二

二
ま
た
は
自
衛
隊

Z

愛
媛
地
方
連
絡
部

耳
四
一

l
八
三
八
一

ェ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



1/5 男女共同地域参加促進事業

三世代交流フェスティバル

闘えひめ女性財団主催による三世代交流フェス

ティパルが、中央公民館で婦人会、老人クラブ、

中学生約200人参加のもと実施されました。

1/10 東谷小学校で、 110番の日

行事が行われました。

文他財防火デー ( 1月26日)

わたしたちの財産を火災から守ろう

〈残っています c こうした文化財の多

くは、長い年月の問、わたしたちの祖

先によって守リ伝えられてきた貴重な

財産です C

しかし、これらの文化財の多くは、

木や紙、布などの燃えやすい素材でつ

くられています C 火災に遭ったら、あ

っという問に焼失してしまいます。し

かも、こうした文化財のなカ、には、建

物力、密集した、防災上危険な地域に存在するものも

少なく ありませんの

|月 26日は、「文化財防火デー」です C 昭和24年の

この目、法隆寺金堂から出火し、世界的な至宝とい

9 

われた、金堂外壁の土壁 12面に描かれた仏画の大半

が焼失しました。これを機に、翌年(昭和25年)に

「文化財保護法」が制定されるととも

に、「文化財防火デー」が定められ、全

国各地で文化財の防火演習などの諸行

事力、行われるようになりました O

火災や震災なとの災害から文化財を

守るために、文化財の所有者や管理者

の方はもちろん、文化財の周辺に住ん

でいる方も、火の元には十分に気をつ

けましょう。また、観光などで文化財

を鑑賞に訪れる方も、かけがえのない文化財を子孫

に守り伝えるために、喫煙禁止区域内での禁煙など、

定められたルールを守り、常に火の始末に気を配る

よう心力4けましょう 。

V 

4・

ー



婦
人
会

だ
よ
り

手々
局、

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
色
々
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦
人
会
と
は
、
自
己
を
家
庭
を
地

域
を
、
楽
し
く
良
く
し
て
い
く
た
め

に
町
内
の
女
性
が
手
を
つ
な
ぎ
、
助

け
合
っ
て
い
こ
う
と
す
る
会
で
す
。

今
年
も
婦
人
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
の
仕
事
は
じ
め
、
一
月
五
日

に
中
央
公
民
館
で
、
三
世
代
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

老
人
・
中
学
生
・
婦
人
の
三
世
代

二
百
人
が
一
堂
に
会
し
、
笑
い
合

ぃ
、
競
い
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
一

日
を
終
え
ま
し
た
。

、

レ
ク
レ

l
シ
ヨ
ン
で
は
、
体
力
と

知
力
を
笑
い
の
中
で
競
い
合
い
ま
し

た。
そ
の
あ
と
、
二
一
班
に
分
か
れ
て
、

餅
っ
き
・
そ
ば
作
り
・
そ
ば
汁
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
約
二
時
間
で
そ
の

作
業
を
終
え
ま
し
た
。

餅
っ
き
は
も
ち
ろ
ん
杵
つ
き
で

す。
そ
ば
作
り
で
は
、
中
岡
さ
ん
と
内

田
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
他
の
人
は
皆
ん
な
初
め
て
だ
と

い
う
、
そ
ば
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た。
寒
さ
の
中
で
し
た
が
、
汗
を
流
し

な
が
ら
粘
土
を
こ
ね
る
調
子
で
三
十

分
近
く
、
そ
ば
の
生
地
を
こ
ね
ま
し

た
。
こ
ね
た
生
地
を
、
め
ん
棒
で
薄

く
広
げ
て
、
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。

庖
丁
な
ど
持
っ
た
こ
と
の
な
さ
そ

う
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
男
性
の
方
も
、

手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
用
心
し
な
が

ら
ギ
ッ
チ
ラ
ギ
ツ
チ
ラ
と
細
い
そ
ば

切
り
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。

湯
が
く
の
が
大
変
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
釜
を
六
つ
も
用
意
し

世
代
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
そ
ば
作
り

て
下
さ
っ
て
い
た
の
で
、
予
想
以
上

ゅ

に
う
ま
く
茄
で
上
が
り
ま
し
た
。

だ
し
は
、
さ
す
が
:
・
の
婦
人
の

味
。
珍
ら
し
さ
も
あ
り
、
お
い
し
く
、

お
い
し
く
食
べ
終
え
ま
し
た
。
お
か

わ
り
を
し
た
方
も
大
勢
あ
り
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

新
春
餅
っ
き
及
び
そ
ば
作
り
を
通

し
、
若
い
中
学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
、
優
し
い
婦
人
の
心
と
、
生
き
字

引
き
の
よ
う
な
老
人
と
が
三
者
一
体

と
な
り
、
共
に
行
動
を
起
こ
し
た
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
正
に
、
共

に
生
き
る
の
意
を
感
じ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
そ
ば
練
り
を
し
ま
し

た
。
お
茶
碗
に
そ
ば
粉
を
入
れ
、
熱

湯
を
注
ぎ
、
箸
で
練
り
、
お
醤
油
を

付
け
て
食
べ
ま
し
た
。
「
何
も
付
け

な
い
で
食
べ
る
の
が
、
本
当
の
そ
ば

の
味
よ
。
」
と
教
え
て
下
さ
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
の
真
似
を
し
ま
し
た

が
、
私
に
は
お
醤
油
を
少
し
・
:
の
味

が
向
い
て
い
ま
し
た
。

お
餅
も
お
そ
ば
も
殆
ど
売
り
切
れ

「
来
年
も
そ
ば
を
作
ろ
う
。
前
日
に

役
員
で
作
っ
て
お
い
て
、
皆
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
お
う
よ
。
」
と
一
言
っ
て

下
さ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

二
百
人
が
、
あ
の
会
場
で
楽
し
く

楽
し
く
、
万
万
歳
に
終
え
ま
し
た
。

手
落
ち
な
く
準
備
し
て
下
さ
っ
た

町
職
員
の
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員

の
方
々
、

V
Y
S
の
方
々
に
、
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

帰
り
に
頂
い
た
ポ
ッ
ト
の
パ
ン

ジ
ー
。
町
内
に
ま
た
二
百
株
の
花
が

咲
き
揃
い
ま
す
事
、
嬉
し
い
限
り
で

す
。
お
集
ま
り
下
さ
っ
た
全
員
の

方
々
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す。

ハU
唱
E
ム

き
れ
い
な
水
に
(
そ
の
三
)

洗
濯
や
お
風
呂
の
排
水
に
つ
い
て

・
洗
剤
は
多
く
入
れ
て
も
、
よ

り
き
れ
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

す
す
ぎ
が
大
変
に
な
る
だ
け
で

す
。
洗
剤
は
無
り
ん
の
も
の
を

使
い
、
使
用
量
は
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

-
洗
濯
機
の
排
水
ホ

l
ス
の
先

に
使
い
古

L
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

を
付
け
て
お
く
と
、
ゴ
ミ
が
取

れ
ま
す
。
や
っ
て
み
て
下
さ
い

0

・
ぉ
風
呂
の
残
り
湯
は
、
そ
の

ま
ま
流
さ
な
い
で
、
洗
濯
に
使

用
し
た
り
、
散
水
用
と
し
て
使

い
ま
し
ょ
う
。

婦
人
会

l



• 

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

共
同
募
金

ま
ご
こ
ろ
集
っ
て

二
百
十
七
万
円

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
、
昨

年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で

「
い
ま
大
切
な
民
間
社
会
福
祉
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
社
会
連
帯
の
精
神
に
支
え
ら
れ
た

活
力
あ
る
民
間
福
祉
活
動
の
事
業
推

進
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
も
の

で
す
。共

同
募
金
川
内
分
会
で
は
、
各
区

長
さ
ん
や
奉
仕
協
力
員
の
方
々
に
、

御
尽
力
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
や

職
場
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
々
の
善

意
と
御
協
力
に
よ
り
、

二
、
一
七
二
、

一
一
四
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
御
寄
付
は
、
愛
媛
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
ま
し
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
間
福
祉
施
設
な
ど

の
団
体
に
配
布
さ
れ
、
多
く
の
困
っ

た
人
々
に
皆
様
の
優
し
さ
が
届
け
ら

れ
ま
す
。
平
成
三
年
度
は
、
川
内
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
、
四
九
四
、
一

五
八
円
の
お
金
が
福
祉
活
動
の
推
進

の
た
め
還
元
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
ま

す。共
同
募
金
実
績
額

戸
別
募
金

一
、
三
三
八
、

O
三
二
円

企

業

募

金

五

O
七、

0
0
0円

職
域
募
金
二
九
三
、

0
0
0円

学
校
募
金
二
六
、
九
五
二
円

そ
の
他
募
金
七
、
一
三

O
円

合

計

二

二

七

二

二

一

四

円

歳
末
た
す
け
あ
い

あ
た
だ
か
い
山

あ
り
が
と
う

「
み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
未
た
す
け
あ
い
は
、
婦
人
会
の

役
員
の
方
々
や
区
長
さ
ん
の
御
協
力

を
得
て
、
町
民
の
皆
様
や
団
体
か
ら

七
九
一
、
六
五
六
円
の
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
、
一

ご
援
助
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し

上

げ

ま

す

。

一

こ
の
義
援
金
一

は
、
十
二
月
十
七
一

日
民
生
委
員
さ
ん
一

婦
人
会
役
員
さ
ん
一

に
よ
り
、
福
祉
施
一

設
に
入
所
さ
れ
て
一
川
内
町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
精

お
り
ま
す
町
出
身
一
神
保
健
活
動
と
し
て
、
心
の
健
康
相

者
の
方
々
に
ふ
る
一
談
や
家
族
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

里
の
善
意
を
贈
一
御
家
族
の
方
が
ま
ず
病
気
に
つ
い

り
、
お
見
舞
い
し
一
て
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
治

ま
し
た
。
ま
た
町
一
療
の
上
で
も
生
活
の
上
で
も
、
最
も

内
の
独
居
老
人
、
一
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
、
重
度
障
害
者
等
の
-
よ
り
多
く
の
御
家
族
の
参
加
を
お

方
々
へ
民
生
委
員
さ
ん
の
手
に
よ
っ
一
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

て
、
お
見
舞
い
金
と
し
て
お
渡
し
し
一
一
、
日
時

ま

し

た

。

一

平

成

四

年

三

月

六

日

働

歳

末

た

す

け

あ

い

義

援

金

一

午

後

一

時

三

十

分

J
三
時
三
十
分

戸

別

七

三

一

、

一

O
O円
一

二

、

内

容

町

内

小

中

学

校

一

講

演

二
一
、
五
四
一
円
一

「
病
気
の
理
解
と
家
族

前
田
建
設
外
三
九
、

O
一
五
円
一
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」

合
計
七
九
一
、
六
五
六
円
一
愛
媛
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

青
木
長
策
先
生

12/17民生委員・婦人会役員による福祉施設訪問

悩みをうちあけたり

勉強してみませんか

家族教室の御案内

精神障害者の

御家族の皆さん

可
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1
E
A
 



三

、

場

所

川
内
町
健
康
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
は
健
康
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

六
六

二一

九

一

有
線
五
八
三
三

T
E
L
 

県
立
中
央
病
院

か
ら
の
お
願
い

県
立
中
央
病
院
(
松
山
市
春
日

町
)
で
は
、
立
体
駐
車
場
建
設
工
事

の
た
め
平
成
四
年
二
月

一
日
か
ら
平

成
四
年
十
月
十
五
日
ま
で
の
問
、
駐

車
場
が
狭
く
な
り
駐
車
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
や
お
見
舞
い
な
ど
で
来
院
さ

れ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
自
家
用
車

以
外
の
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
月
二
十
五
日
か
ら

国立療養所

愛媛病院

土
曜
日

外
来
診
療
休
診

国
家
公
務
員
の
週
休
二
日
制
に
つ

1 

い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
の
閣
額
と
正
規
の
年
税
額
と
過
不
足
額
が

議
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
既
に
他
の
省
生
ず
る
場
合
も
「
年
末
調
整
」
に
よ
っ

庁
に
お
い
て
も
週
四
十
時
間
制
の
試
て
納
税
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
改
め

行
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

た
び
国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
に
お
い
せ
ん
。

て
も
、
一
月
か
ら
週
四
十
時
間
勤
務
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

制
の
試
行
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、
源
泉
徴
収
さ

し

ま

し

た

。

れ

た

所

得

税

が

還

付

さ

れ

し
た
が
い
ま
し
て
、

一
月
二
十
五
ま
す
。

日
∞
か
ら
土
曜
日
に
お
け
る
外
来
診
〔
雑
損
控
除
の
適
用
を

療

を

全

診

療

科

休

診

と

致

し

ま

し

た

受

け

る

場

合

〕

の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
地
震
、
火
災
、
風
水
害

申

し

上

げ

ま

す

。

な

ど

の

災

害

や

盗

難

、

横

領
に
よ
り
住
宅
や
家
財
に

損
害
を
受
け
た
場
合
に

は
、
次
の

ωと
ωに
よ

っ

て
計
算
し
た
金
額
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
多
い
方
の

金
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

税
の

おはなし

こ
ん
な
場
合

所
得
税
が

還
付
さ
れ
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
さ
れ
た

損害額一所得金額の10%

損害額のうち災害関連支出の金額一 5万円

(1) 

(2) 

〔
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合
〕

住
宅
ロ

1
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
等
を

し
た
と
き
に
は
、

一

定
の
要
件
に
あ
て
は

め
れ
ば
、
居
住
の
用

に
供
し
た
年
か
ら
六

年
間
、
次
の
算
式

(
入
居
年
月
日
が
平

成
三
年
四
月

一
日
か

ら
平
成
三
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
場

合
)
に
よ
っ
て
計
算

し
た
金
額
が
控
除
さ

れ
ま
す
。

〔
医
療
費
控
除
の

適
用
を
受
け
る
場

合〕
病
気
や
け
が
な

ど
で
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
場

合
は
、
次
の
算
式

に
よ
っ
て
計
算
し

た
金
額
が
控
除
さ

れ
ま
す
。

(平成3年中に支払った医療費の総額ー保険金などで補てんされ
所得金額の合計額が、、

1< n"'-'" (';~~-;;.:::.~ -:::;.' ~':~ ¥ I 医療費控除額
る金額)-~ 10万円 I200万円までの人は 1 f= 

I'VO" ¥ ~_v，:':~~.:~;:'''~" ， / 1 最高100万円)
、 、所得金額の合計額の5児I' 

住宅ローン等の年末 住宅ローン等の年末残高

残高2，000万円以下のx1%+2，∞0万円超3，ωo万円以XO，5%
部分の金額 下の金額
=住宅取得等特別控除額

あれこれ

のノ

u
t
Eよ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん

国
民
年
金
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
御
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
奥
さ

ん
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

御
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま

す
の
で
、
直
接
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
該
当
す
る
配
偶
者
の
方

、



• 

は
市
町
村
役
場
に
届
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
届
出
に
は
、
第
三
号

被
保
険
者
該
当
届
書
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
し
な
い
で
二
年
以
上
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
保
険
料
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ

れ
、
将
来
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
た
後
で
も
、
奥

さ
ん
自
身
の
就
職
や
御
主
人
の
退
職

な
ど
が
あ
れ
ば
、
加
入
の
種
別
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
、
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
忘
れ
ず

に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

2月健廉センターだより

(町西公民館)

(センター)

(センター)

(センター)

(吉久集会所)

ファミリ ー健康相談

こころの健康相談

健康教育

ファミリー健康相談

母親学級第 1回4日関

6日附

7日幽

12日附

13日附

戸

籍

の

窓

(
十
二
月
分
受
付
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

(ゼンター)

(センター)

ファミリー健康相談(奥松瀬川公民館)

ファミリ ー健康相談

成人健康相談

母親学級第 2回

14日樹

18日閃

{主川
内
マ
ン
シ
ョ
ン

下斉

院

之

木

保茶
20日附

森之
(土谷公民館)21日倒

11 成人健康相談月

所町免堂(センター)母親学級第3回25日ω

鎌高金近中f岡
// 

(センター)

栄養学級/1 

保育児学級28日幽

回橋子藤JlI 
護(センター)不用犬買い上げ毎月曜日

干リま佳正日召秀主主
仁士宮

者
ム口、I純ヲム利勝

母子手帳交付・妊婦健康相談毎水曜日

(センター)

続

柄

長

男

長

男男

長

女

長

女

長

男

(センター)健康相談・栄養相談

(ガリラヤ荘)機能回復訓練事業

名崇
期

季佐
都
子

H青晃当番医

I'JIJ 嗣生奈大
64-5400 八木耳鼻咽喉科、皮7科(牛測)

愛媛十全医療学院付属病院(南方)

藤石クリニック(志津川)

2日(日)

生
年
月
日
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66-5011 

64-0013 

64-1234 

辻井内科(田窪)

9日(日)

11日ω
16日(日)

t'r 茶 吉

森 之

鼻 堂 坂 久

回 菅 西 佐 松

中 野 田 藤 末|
康 光 博 正

功 士'tth、 Z台 司 :告

長 長 長 長

男 女 女 男 女

4恒 愛 徳 千
絢

輝 夫~ .馬 i皮

3 3 3 3 3 . . . 
12 12 12 12 12 . . 
18 19 16 6 10 

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

64-2461 

板 @ 西 日 中 ガ 添 @ ガ ガむ ガ 保 住
リ リ リ リ

森 音 古 之 之 フ コ日生 フ フ フ 軒
ヤ ヤ ヤ ヤ

坂 戸 田 市 上 町 荘 谷 回 荘 荘 荘 屋 免 所

j度 渡 田 イ主 キ公 野 赤 叶 渡 j可 j度 森 青 花 伊 氏
昔日 昔日 中 イ白 本 口 尾 音E 井 音日 木 山 藤
磯

源
キ

車局 政 末 覚ー 幸 ア 正
チ

秋刃 ソ五 ヨ ヤ ヨこ

!l~ r台 ヰ主 ヲ 子 雄 子 子 議 夫 ノ 子 保 コ 夫 名 l

82 65 62 87 70 87 75 85 85 64 97 80 99 71 67 齢年

j度 j度 田 佐 キ公 野 赤 吋会 渡 j可 i度 森 青 花 伊 世

部 音日 中 伯 本 口 尾 部 井 吉日 木 山 藤

桂 源 園 HU 善 忠、 末 12 守
伊

正
帯

ソ {主 秋

?台 牧 平 ag f恵 彦 子 裁 明 ノ t佐 保 進 夫 主

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 死. . . . . . . . . . . . . . 亡
12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 11 

年月. 
31 29 28 22 21 21 21 20 14 11 11 4 3 3 30 日

q
J
 

t
E
ム

西村内科(志津川)23日(日)



送
句
し
て
偲
ぶ
故
郷
や
初
句
会

近
藤
乙
鳥

嬰
児
の
ま
る
み
包
め
る
春
着
か
な

備

治

子

春
着
肩
に
鏡
の
妻
の
若
や
げ
る

高

瀬

照

幸

空
を
載
る
瀬
戸
大
橋
や
初
間

小

倉

静

波
ひ
さ
し

あ
降
り
や
湯
気
の
這
ひ
出
る
草
庇

渡

部

那

美

-
族
の
こ
ぞ
り
て
初
日
拝
み
け
り

熊
田
慶
一

都
路
の
子
を
訪
ふ
旅
や
春
の
服

菅

野

電

子

濯
し
<
打
つ
拍
手
や
初
茜宮

内

竹

仙

「
川
柳
も
づ
く
吟
社
」
大
き
い
白
人
気
漫
画
の
主
人
公

「
十
二
月
例
会
喜
撰
亭
選

L

渡
部
佐
久
良

や
た
い
庖
お
面
の
中
の
目
ガ
動
<
片
言
と
妻
遊
ん
で
る
日
曜
日

平

岡

深

舟

山

本

紫

芳

男
で
す
酒
で
の
約
束
と
は
言
え
ず
親
の
自
の
や
り
場
に
困
る
吾
肢
の
肢

山

本

ひ

ろ

士

山

体

近

藤

十

歩

遊
ぶ
子
の
姿
も
見
え
ず
過
疎
の
村
目
で
合
図
す
る
に
も
馴
れ
て
四
十
年

篠

森

美

登

里

佐

白

一

裳

逢
う
気
さ
え
な
い
の
に
又
と
約
束
し

い一つ
艇
の
遊
び
の
つ
も
り
が
腰
を
す
え

高

岡

艶

女

田

野

岡

田

州

11111111111111111111111111111111111 

1 
11111111111111111111111111111111111 

，. 
ョ.

:t 、

初
茜
宮
杉
き
ち
と
磁
を
正
し

田
中
乃
武

峡
の
戸
は
ま
だ
覚
め
や
ら
ず
初
茜

池

川

水

穂

あ
ざ

生
れ
持
つ
衣
か
け
癒
や
春
着
の
児

高
須
賀
茅
花

風
少
し
追
羽
根
塀
を
越
え
に
け
り

戒

能

芙

沙

尾
根
伝
ひ
に
立
つ
鉄
港
や
初
茜

大
西
律
子

呆
け
と
云
ふ
名
に
甘
ん
じ
て
去
年
今

年

川

端

茂

野

参
拝
の
宮
居
明
る
き
春
着
か
な

中

川

蛍

舟

在
所
未
定
眠
り
の
裡
や
初
茜

高
須
賀
清
江

東
の
高
き
一
樹
や
初
茜

池
川

澄
ん
だ
瞳
に
男
山
ガ
う
ろ
だ
え
る

佐
々
木
胡
舟

も
う
二
度
と
や
ら
ぬ
約
束
原
爆
忌

高
瀬
喜
撰
亭

二
月
例
会
ご
案
内

二
月
一
日
(
土
)
午
後
七
時

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

題

①

鬼

②

豆

③

化

粧

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

蝿
谷

("--'-_.---、---.-.-'----.-'-.劃串--、-，~.--.-・島町晶-，-~皿-，-惜晶---.-'-....--.且--船島綱楓劇風---、-，------.，.，-岬咽官官、
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